
スタジオコースの作品から

Selected Students'Works from Studio Course 2011 

郎 OJ 4 回生は毎年「スタジオコース」と呼

u れ~ ろ，，化計演習課題に取り組むことになる。

れの担当教官が独自のテーマを設定

生はそのテーマに応じて、自らの望む

iーベを所属する 研 究 室 に 関 係 な く 自 由 に 選

｝］、'.「るといった、いわば卒業設音Io)前哨戦

た，」、その様々な作品の中から、 4コース 8名

,r, If,',;,, をここに紹介する。

lll the 4th grade, undergraduate students take the 

design class called'studio course' 

Each professor sets up his original subject, 

and students select freely regardness of then 

laboratory 

These studios, so called, are'the prelimrnary 

skirmish'of diploma projects 

We will introduce 8 works among the vanous 

courses 
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竹山研究室

TAKEYAMA STUDIO 

書 物 L
J
 

遊 歩

Chisato EKAWA 

Takako KONISHI 

Yasuharu TAMAI 

高松研究室

TAKAMATSU STUDIO 

＂生きるため の建 築＂

Hiroko NATSUME 

Keisuke MIZUTANI 

Syohei MIYAMOTO 

門内研究室

MON-NA! STUDIO 

部 ljJ と 建 岱絃
フに

Kosuke YOSHIOKA 

岸研究 室

KISHI STUDIO 

極 大 H O U S E " 

Miya SHJBANO 

読むという行為は「意識としての人間」に関わるが、建築空閲として図書館は「身体と

しての人間」に関わる。

電子書籍の普及で図暑館はどう変わるか。

響物の変容 ／ あらためてモノであることの良さ、特質を考える

身体 ／ 移動することとたたず砂こと

知的活動と』・物／ 読むことと考えること あるいは、書くこと

知的活動と遊歩／ カントや匝田幾多郎は歩きながら考えた 頭脳の動きが活発になる

闊｛本連動と脳の活性化 目に入る風景の変化が脳を刺激する

書物と遊歩 ／ 持お運びやすい 起動する必要がない 電諒もいらない

遊歩と建築 ／ 建築的プロムナード

コンピューターの時代。

電子書窮のメリット ／ 検索可能性 物理的スペースに関わりなく収較、収集

ウィシュアル・イメージと書物 ／ 映像

生将の人間は身体を持ち、電子ミストに還元し得ない。

人間の介在する建築空間としての図書館（ビプリオテーク） ／ メディアテーク

生きるための建築を構想せよ。

21世紀を迎えて、大羞生産。大景消喪を晶調としたデサインか行き詰まり、環境や社

会の制約条袢などを考慮して、幅広い要求を質的に満足するデサインヘの転換が求めら

九ている。そこでは、デサインを「人間と環境との関係に変化をもたらす」営みとして

理解し、個々の人丁物のデザインにとどまらず、人工物相互の関係や人工物と環境。人

間との関係に配慮することにより、豊かな環境・社会システムをデザインすることが求

めら汎ている。

都市の中の建築は、他の人工物や人間・環境とのネットワークを形成する結節点として

存在する。このスタジオでは、「都市と建築」のダイナミックな関係に焦点を結び、展

史都市・京都（他の都市を選んでもよい）から適当な場所を選定し、①ミクロな建築レ

ベルの環境のデザインを通して、②マクロな都市レベルの環境をデザインする可能付を

探求する。臭体的には、都由空間に「魅力的な場所と風景を創発する新しいタイプの建

築（の集合）」を提案する。

建築を決定する要素を一つ、「極大」と設定し、同時に想いと情緒にi蘭ちた「home」で

はなく、即物的な「HOUSE」の可能性を探る。

与件がほんの少々変化することで起ち現れる建築の姿を垣間見たい。
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6 江川知里 I 竹山スタジオ



ChisatoEKAWA I TAKEYAMAStudio 7 



オトノモリ 2010年、グーテンベルク以来の革命と言われた電子書籍元年。

今後電子雷籍が普及していき、確実に書物の需要が減っていく中で

阿書館の在リ方を再考する。

書物が図書館という枠組みから離れ、大学全体に広がリ

人閻の身体感覚に訴えかけてくる。

書物と電子書籍

将来電子書籍が普及した時を想定し

この施設では書物と電子書籟の共存を図るC

敷地を書物の帯と、電子書籍の帯が横切るC

電子書籍は因書館や大学内で知識交換

知の共有の為に用いられるようになる。

図書館は書物を保存していく役割を担う。

本の柱

書架は柱で構成されている。

本の柱は開架書架を発生源として、書物の帯を

中心にグラデーション状に学校全体に広かっていく。

書架はアトランダムに配筐され

また書物は IC化されているのて

どのオ111に返してもよい。

自分の好きなように棚を埋めることかでき

醤架に個性か表れる。

珪た書物との偶然の出会いか生まれやすくなる i』

機能部分

それぞれの帯か壁なる領域に

各々の性質を併せ持った槻能を収める。

研究室や演習室、講義室が集吉ってできるスペース

は

コモンスペースとして機能する。

バックヤードは丘のように隆起した地形に埋まって

いる。

書庫は地下に設けられている。

音に関わるアクテイビティ

密物と電子書籍の帯と交差するように

敷地を音のあるアクティビティの帯と

音のないアクテイビティの帯が横切る。

電子書籍には実体がないか

それを用いることにより大学四での人間関係が広がリ

会話が誘発され、音のあるアクティビティが生まれる。

それに対し、霊物は黙読されることによリ

音のないアクティビティを生み出す。

地形

書物と電子書籍

それぞれのアクティビティの濃度が湿かったリ

音がこもる場は地面から掘り下げられている。

また地面から隆起した場は

この固書館ならではのアクティビティが

生まれる場として機能する。

そこでは書物が読まれ

電子害紐を使って議論が為され

図名館かサードブレイスとなる場である。

芹根とガラス

需の境界でアクティピティが変化するところに

屋内と屋外か入り混じるように

ガラスと屋根か組み込まれる。

電子書籍の帯との境界面に入るガラスには

映像メディアを映すなどして活用される。
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小西貴子 竹山スタジオ
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MEDIATHEQUE MUR BLANC 

めまぐるしく変化していく現代の情報メディアの形に対して、図書館という場所はこれからどのように変化していくのか。そして人の身体や五感と

情報との関わり方はどのように変化していくのか。

〈WALLAS MEDIA〉

ラスコーやアルタミラの壁画にみられるように壁は最も原始的な情報の宿りしろの 1つであったと考えることができるだろう。それと同時に、壁

は人と情報が関係を結ぶ場所の空間性を決定する要素ともなる。壁を情報と人の関係性を導くパラメータとして、またメディアそのものとして捉え

ることで、人と情報とその宿りしろとしての空間が多様な関係を築けるような、そして書籍だけでなく様々な情報メディアの変化を受容できるような

「メディアテーク」の可能性を考えた。
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10 玉井康睛 竹山スタジオ
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Wall OP Media itself 

1'.1い壁ば愉報(information)の宿りしろてあり、メディアその

ものとなる。空間と箭報、その媒体(Media)は限というマテリ

アルを介して人のアクティビティヘと退｝しされる。

Redundancy 

壁を抜ける炭に繰り返される体験の巾にわずかな、

確実な相違が午まれる空間であること。

1. office 

2. kitchen 

3. storage 

4. copyroom 

5. work space 

6. laboratory 

7. ser:ver room & digital !fora巧

8. stack room 

9. fa叫 itymanegement room 

10. professor'slab 

11. student's lab 

12. meeting room 

Sequence 

邸に沿った連紬する空間の中に畏なる

アクティビティが展開されること。

Yasuharn TAMAI I TAl年 YAMASh1dio 11 



"fve 

失われた領域性
覆い闊され、目

かつてそこにあっ
空間、記憶皇。。

人間が生きていく中で

過去の記憶とどう伺き合うか

そのために建築には何ができるのか

12 夏目寛子 I 高松スタジオ



Hiroko NATSUME I TAい MKfSUStudio 13 



'' comme:1て1ぷ

14 水谷辛佑 高松スタジオ



Keisuke MIZUTANI I TAKAMATSU Studio 15 



16 宮本翔平 I 高松スタジオ
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Syohei MIYAMOTO I TAい MATSUSh1dio 17 



18 吉岡紘介 門内スタジオ



Kosuke YOSHIOKA I MON-NAT Studio 19 



キッチン

f私がこの世で一番好きなのは台所だと思、う 2」「ふと目を上げると窓の外にはさ

びしく星が光な」「田辺象に拾われる蔀は、毎日台所て眠っていた。どこにい

ごもなんだか寝苫しいので、部屋からどんどん楽なぽうへ流れていったら、冷

叩叩）わきがいちばんよく眠れることに、ある夜明け気づいた。」「冷蔵廂のフー

ンという音が私を孤独から守った。」「ただ品の―卜で眠りたかった。刺の光で目

党めたかった』「一人で住むにはその部屋は広すきて、」「テレビのある和室か

ら祖母が出てきて、お帰りと言う。」

「];,り作濯］な空間」と言われて、我々はとのようなimageを思い浮かべるであろうか。

ある人にとっては窓のない小部屋かもしれないし、ある人にとっては見渡す限り広
がる砂漠の冥ん中かもしれない。どれくらいの高さで、どれくらいの面積なのか。幅
はどれくらいで、形は丸なのか、それとも四角なのか？動線は何回曲がる？色や素
材、明るさは?••• 

から imageされる空間でも、それは人や状況により様々だ。その場にあった
たりの空間は、その何＋通りもの imageから選び取られる。

前が語られることはない。 .. 方ルネサンス以降建築はそ

と共に語られるようになった。これはどういうことだろ
うか。たとえばサン・ピエトロ人聖堂。この建築が場所も時代も越えて多くの人に知
られているのは、その幾何駄句的な廊下と壮大なドームから構成される空間が、 「教
会」という空間が、ミケランジェロというフィルターを通して多くの人から共感を得
るimageとして具現化されているということなのか。

よる imageの個別性、すなわち空間にまつわる解釈の自由が認められた時代に

らより豊かな空間を創出することを試みる。

そこから imageされる空間をつくつてみる。
ッチン」を読んでみた。

20 柴野芙弥 岸スタジオ

口

ソファの家

「そのマンションは、家から中央公園を挟んだちょうどはんたい側にあった。」「そ

の高くそびえるマンションを見士げたら1皮の部屋がある十階はとても高くて、きっ

と夜点がきれいに見えるんだろうなと私は思った。」「そこぱ、実に奇妙な部陪だっ

た。台所に続く尼間にどかんとある巨大なソファに目がいった。」「その広い台所

の食器棚を背にして、テーブルを砿くてもなく、じゅうたんを敷くでもなくそれ

はそこにあった。」「雨に覆われた夜禁が9月に1こしんでゆく大きなガラス、に映る

自分と目が合う。」「そのオープンな生活楊所に眠るのに恨れなかったけど、すぐ

なじんだ。」「懐かしさで苦し tヽ ソファ j



賠い路抽裏

「行くパスの後姿を見送って、私は昭い路地に緊：ナ込んだ。暗がりにかがんで、も

うわんわん泣いにふと気が付くと、明るい麻呂の上に白い蒸気が出ているのか

私はどうしようもなく、賠く、明るい気持ちになって

だった,I 「道も足元も、静まり返った街腫みも少し明

るく見えたC いつも酋通に目に入ってくる出柱や、街灯や、 1亭めてある屯か、黒

い空が、うまく見えなかった。すぺてが1こ記の向こ）にあるようにシュールに不

んで夫しくゆかんで光り、目の前にぐんと追ってくる。」

勿禽
命、ぶヽ ぷ急令畜力、る

疇沿；／ゞ、心な.,

「キッチン」に登場する 5つの印象的な場所

1、キッチン 祖舟と暮らした一軒家

2、ソフアの家 田辺親子のマンション

3、暗い路地裏 街の描写

4、アパート 主人公の一人認らしのアパート

5、緑の布間 中央公園

アパート

「旅行用の小さな椅プラシセットと、フェイスタオルを探し出ずのに何分を要し

たたろう。私は文離滅裂だった。引き出しを開けたり、閉めたり、 トイレのト

アを開けてみたり、花瓶を1到して床を1式いたり、結局何も手に持ってなかった

ときは少し笑って、溶ぢ橿かなくちゃと目を閉じた6 歯プラシとタオルをバッ

グに入れて、ガスと留守番電話を何度も碓かめて、ふらふらとアパートを出た,J

Miya SHIBANO I KISHI Studio 21 




